
富士見町地球温暖化対策実行計画（区域施策編）

～自然環境と共生しながら脱炭素で豊かな暮らしを実現するまち～

　 建設課 環境係　☎62-9114　 建設課 環境係　☎62-9114問

　 建設課 環境係　☎62-9114　 建設課 環境係　☎62-9114問

計画の実行主体と役割計画の実行主体と役割

次回（広報７月号）は、「温室効果ガスの排出状況」について紹介します。

　富士見町全体の温室効果ガス排出削減（緩和策）及び気候変動への対策（適応策）を推進し、ゼロカーボンを

達成するには、町民・事業者・町をはじめ、その他あらゆる主体が参加、連携して取り組みを進めることが重要で

す。各主体が役割を認識し、連携・協働・共創することによって、環境、経済、社会を統合的に向上させ、温室効

果ガスの削減と気候変動への適応を進めていくこととします。

町

・町内事業所として事業活動からの温室効果ガス排出抑制に率先し

　て取り組む。

・町内の温室効果ガス排出量削減のため、推進役としての役割を踏

　まえ町民、事業者の取り組み支援や積極的に情報を発信する。

・気候変動適応に関する施策を推進する。

町民

・日常生活における省エネや再エネの利用、

　省資源等の環境負荷低減に取り組む

・町や事業者が実施する地球温暖化対策に

　関する施策に協力する。

・気候変動の影響を知り、備える。

事業者

・事業活動からの温室効果ガスの排出抑制に

　努め、従業員への研修や環境教育を行う。

・町や町民の地球温暖化対策に協力する。

・気候変動の影響を知り、備える。

　近年、私たちの生活においてごみの発生量は高水準で推移しており、それに伴いごみの最終処分場の残余年

数が問題となっています。環境省の発表では、2019年時点で生活ごみ（一般廃棄物）の処理場の残余年数は

約21年とされています。年数こそ増えているものの、グラフを見ると残りの容量は年々減少していることが分

かります。

　ごみの排出量を比べると生活ごみと産業廃棄物では10倍もの差がありますが、排出量に対する最終的な埋立

処分量を比較すると生活ごみは産業廃棄物の４倍もの量を埋立処分しているのです。埋立量で見てもその差は

2倍程度しかありません。言い換えると日本全体で排出されるごみのうち10％にも満たない生活ごみが日本の

ごみ処理場の３分の１を埋めているということです。

　そのため、私たちが日常で排出するごみの資

源循環を推進することが非常に重要になってき

ています。

富士見町が一体となり

連携・協働・共創する

約４倍！

資源循環の必要性 

排出量（年間）

リサイクル量

埋立量

埋立量/排出量

一般廃棄物

4000万ｔ

840万ｔ（18％）

380万ｔ

9.5％

産業廃棄物

4億ｔ

2億ｔ（50％）

970万ｔ

2.4％
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